
研究課題名 小細胞肺癌の腫瘍微小免疫環境についての後ろ向き観察研究 

研究の意義・

目的 

小細胞肺癌における化学療法と免疫チェックポイント阻害薬併用治療の効果における予測因子を

検討・解析する。小細胞肺癌における免疫チェックポイント阻害薬の効果抑制因子を探索する。こ

れらの知見が小細胞肺癌患者における治療戦略の最適化につながることを期待します。 

研究を行う 

期間 

倫理委員会承認後～ 2030年 3月 

研究協力をお

願いしたい方

(対象者） 

2019年 8月～2029年 3月に、大阪市立大学医学部附属病院の呼吸器内科で、小細胞肺がんと

診断され、かつ治療をうけられた方が対象です。 

協力をお願い

したい内容と

研究に使わせ

ていただく試

料・情報等の

項目 

過去の通常診療で得られた診療録に記載されている臨床情報・診療情報（性別・年齢・生年月・病

理所見・臨床的分類・病変の部位・喫煙歴・既往歴・家族歴・身体所見・遺伝子異常の有無とその

内容・血液検査項目・治療内容・治療効果・治療経過）・診断時の腫瘍組織の残存検体（過去の診

療において既に採取済みの腫瘍組織） 

試料・情報の

他機関への 

提供 

特定の個人を識別できない形で、共同研究機関近畿大学医学部内科学腫瘍内科部門に頂いた試料・

情報を提供します。 

この研究を行

っている共同

研究機関 

研究代表者 近畿大学医学部内科学腫瘍内科部門 中川 和彦 

研究責任者 近畿大学医学部内科学腫瘍内科部門 林 秀敏 

共同研究機関 市立岸和田市民病院 尾崎 智博 

       和泉市立総合医療センター 津谷 あす香 

       近畿大学奈良病院 明石 雄策 

       独立行政法人国立病院機構大阪南医療センター 工藤 慶太 

       大原記念倉敷中央医療機構倉敷中央病院 横山 俊秀 

       聖路加国際病院 田村 友秀 

       大阪市立大学医学部附属病院 金田 裕靖 

       近畿大学医学部病理学教室 伊藤 彰彦 

       近畿大学医学部ゲノム生物学教室 西尾 和人 

       岡山大学大学院医歯薬学総合研究科・岡山大学病院ゲノム医療総合推進センター 

冨田 秀太 

試料・情報を

管理する責任

者 

近畿大学医学部内科学腫瘍内科部門 教授 中川 和彦 

本研究の 

利益相反 

研究責任者の金田 裕靖は講演料、実施分担者の川口 知哉は講演料及び他の研究にて奨励寄附金

を中外製薬株式会社よりそれぞれ受領しておりますが、本研究への研究費の提供はありません。研

究費の支出については、大阪市立大学の財務会計システムで管理されております。 

本研究の利益相反の状況については大阪市立大学利益相反マネジメント委員会に報告し、その指

示を受けて適切に管理します。また、必要に応じて、当該研究経過を大阪市立大学利益相反マネジ

メント委員会へ報告等行うことにより、本研究の利害関係についての公正性を保ちます。 

研究に協力を

したくない 

場合 

下記に連絡することでいつでも本研究への協力を拒否することができます。また、研究への協力を

断っても、診療に関する不利益等を受けることはありません。 



 

連絡先 大阪市立大学大学院医学研究科 臨床腫瘍学 

（担当者氏名）金田 裕靖 

電話番号：（06）6645―2306 


